


就職活動の自己PRで、キラリと光る資格を身につけたい。それなら、20 0 0万人の受験実績をもつ商工会議所の簿記検定。企業の人材ニーズに直結し、身につけた知識がそ

のまま実務で通用するから、企業の評価も高く、就職に大変有利な資格です。簿記のスキルを身につければ、会社のお金の流れが把握でき、経理事務はもちろんのこと、取引先

のビジネス状況だって“数字”でわかるようになります。今や、あらゆるビジネスパーソンに必要とされている資格として、内定者教育や社員研修でも活用されています。最上級の1

級を取得すれば、税理士など、会計プロフェッショナルへの道も。履歴書に簿記と書き込んで“仕事ができる人”をアピールしましょう。
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日商PC検定は、単なるパソコン操作の検定ではありません。ワードやエクセルなどを活用し、業務を効率的に進めるための“仕事力”が身につく検定試験です。ビジネス文書を与

えられた状況に合わせて書き換えたり、売上データを分析して説得力のある業務報告レポートや企画書を作成したり。わかりやすく、伝わりやすく、相手に期待以上の成果を返せ

るようになり、上司や取引先と、うまく仕事を進めるスキルが手に入ります。もちろん、企業団体である商工会議所の検定試験ですから、学習を通じて得た知識はビジネス現場に

直結。“即戦力”として認定されるので、就職対策としてもバッチリです。

※日商PC検定試験は、マイクロソフト株式会社の特別協力のもと、施行しています。



日商PC検定は、単なるパソコン操作の検定ではありません。ワードやエクセルなどを活用し、業務を効率的に進めるための“仕事力”が身につく検定試験です。ビジネス文書を与

えられた状況に合わせて書き換えたり、売上データを分析して説得力のある業務報告レポートや企画書を作成したり。わかりやすく、伝わりやすく、相手に期待以上の成果を返せ

るようになり、上司や取引先と、うまく仕事を進めるスキルが手に入ります。もちろん、企業団体である商工会議所の検定試験ですから、学習を通じて得た知識はビジネス現場に

直結。“即戦力”として認定されるので、就職対策としてもバッチリです。

※日商PC検定試験は、マイクロソフト株式会社の特別協力のもと、施行しています。



お客さまにいかに商品を買っていただくか。そのテクニックも大事ですが、どんな商品を仕入れてどれだけ儲ける

か、経営者としての腕も磨いておくほうが、いまも将来もきっとたのしくなるはずです。販売士検定は、販売技術

や接客技術はもちろん、販売促進のための企画立案や在庫管理、マーケティングなどに至るまで、業種を問わ

ず、幅広く実践的な専門知識が身につく検定試験。ちなみに、営業マン向けに社員教育として取り入れたり、

管理職への昇進試験に採用する企業も。販売や経営と無縁な業種や職種はほとんどないはずです。誰が学ん

でも役に立つところ。それも販売士検定のウリなのです。

企業が求める英語力は、会話力だと思いこんでいませんか。日商ビジネス英語の特徴は、4つの能力（話す、

聞く、読む、書く）のなかでも“書く力”に重点をおいていること。国際ビジネスの世界では“文書”によるコミュニケー

ション能力が重要。外資系企業や、製品を輸出入・販売する企業で必要になる、英語でビジネス文書を

作成する方法や、海外取引で最低限必要な内容を集めました。身につくスキルも、英文での電子メールや

レター、契約書や報告書、企画書、国際マーケティングの知識など、ビジネスの最前線で必要なものばかり。英語で

活躍できるステージへ早くあがりたいあなたにこそ、上達も早い英語ビジネス文書作成能力の強化をおすすめします。
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※検定ホームページや携帯サイトのほかにも、検定情報ダイヤル（03-5777-8600）で、試験の概要等をご案内しています。

商工会議所検定ホームページ

h t t p : / / www. ke n t e i . n e . j p

携帯サイト

h t t p : / / www. ke n t e i . n e . j p /mob i l e /

詳細は、下記をご覧ください。

○商工会議所検定資格は国の職業能力・

資格証明制度＝「ジョブ・カード」に記載できる資格です。


